
高沸点物の熱脱着分析法について 

 

 
近年、分析装置の前処理部の省力化や、自動化が進展しております。 
特に、GC 及び GC-MS の分野では、多くの前処理装置が普及しており 
環境分野において、新規法令施行に伴って、顕著に活用されているのが現状で

す。それゆえ前処理装置といえば、低濃度の分析目的であるとか、環境分析用 
の装置という固定観念ができていると思われます。 
一方、広範囲に行われている原料検査、製品検査、依頼分析、製品開発に伴う 
分析などにおいて、定量値がいろいろな場面で、判断の重要な基準となってい

ると考えます。 
分析装置から提示される数値及び、その値の後処理に関しましては、確実でも

あり、経験や知識が生かされ疑問はないと考えられますが、分析装置へ導入す

るまでの前処理においては、サンプルの条件変動に対して、適切な処理である

か不安を感じておられるのが、実情と思われます。 
この問題の解決には、前処理の工程をひとつでも多く省略することにより 
真値に近付けて行くことではないかと考えます。 
この為に、熱脱着装置（TD-4、AutoDesorb）を活用していただければと存じま

す。 
以前より、大量注入法や、吸着性の高い DOP 回収率について、ご報告をいたし

ておりますが、今回熱脱着法は、VOC や SVOC という低沸点物にしか使えない 
というご疑念に対し、C26 や C30 などの沸点が４５０～４６０℃の物質につい

ても有効な手段であることが証明されましたのでご報告いたします。 



 



 
Chart No   成分名     RT             Area            平均値（5 回） 

 

301         nC26        39.856             223.2          nC26 RT 

             nC30       51.392             1413.2            39.76 

 

302         nC26        39.781             234.8          nC30RT 

             nC30       51.226             1507.5            51.204 

 

303         nC26        39.728             247.0          nC26 Area 

             nC30       51.146             1508.3             241.3 

 

304         nC26        39.717             264.1          nC30 Area 

             nC30       51.141             1686.8            1551.4 

 

305         nC26        39.717             237.2 

             nC30       51.114             1641.1 

RT : CV 値     nC26         0.67%         nC30                   0.99% 

 

Area : CV 値     nC26         8.98%          nC30                  10.12% 

回収率 テスト 

 

ST を 1 μl ダイレクト注入  nC26  RT  24.394  Area   295.8 

                              nC30  RT  35.781  Area  1784.1 

 

 

nC26   回収率          ８１．６％ 

 

nC30   回収率          ８７．０％  



 



 



 



 



 



 



 



 



 


